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本誌記載内容に関するお問い合わせは 株式会社エネルギア・コミュニケーションズ 
⽇レセサポート窓⼝ 0120-957-706 

こんにちは。⽇レセサポート担当です。 
 

 今回は業務メニュー[43 請求管理]についてご案内いたします。 
 

[43 請求管理]画⾯は、[42 明細書]画⾯でレセプトデータの作成を⾏った後に、患者毎のレセプト請求
を保留にする、あるいは、当該⽉に含めるといった処理を⾏う画⾯です。 
  

１．[43 請求管理]画⾯の項⽬について 
 

 
【各項⽬の説明】 
①診療年⽉欄：処理を⾏うレセプトの診療年⽉を⼊⼒します。 
②患者番号欄：処理を⾏う患者のカルテ番号を⼊⼒します。 
③請求年⽉欄：何⽉診療分のレセプトと⼀緒に請求するのか、診療年⽉を⼊⼒します。 
       例）平成 29 年 6 ⽉診療分と⼀緒に請求する場合は「42906」または「Ｈ29.6」と⼊⼒します。 
④返戻年⽉欄：処理を⾏うレセプトが返戻になった⽉を⼊⼒します。 
       「①診療年⽉」より以前の年⽉は⼊⼒できません。 
⑤返戻無欄 ：オンライン請求で返戻レセプトを送信する際はチェックを⼊れます。 
⑥請求区分欄：該当レセプトをどのように処理するのか選択します。 
       0 請求しない：レセプトを当該⽉に請求しない場合に選択します。 
       1 未請求  ：レセプトを当該⽉に請求する場合に選択します。 
       2 請求済み ：[44 総括表・公費請求書]画⾯で総括表の作成処理が⾏われている場合に表

⽰されます。 
※[42 明細書]画⾯でレセプト作成処理を⾏うと、請求区分は全て「1 未請求」となります。 

① 
返戻無

② ④ ③ ⑥ ⑤ 



書管理番号：20170822-002Y 

日レセサポート窓口からのお知らせ 平成 29 年 8 ⽉ 22 ⽇版 

 2 / 3 
 

本誌記載内容に関するお問い合わせは 株式会社エネルギア・コミュニケーションズ 
⽇レセサポート窓⼝ 0120-957-706 

 
２．[43 請求管理]画⾯での処理パターンについて 
   

（１）当該診療⽉のレセプトを請求しない場合 
     [43 請求管理]画⾯で以下の項⽬を⼊⼒します。 

「①診療年⽉欄」へ該当レセプトの診療年⽉を⼊⼒します。 
     「②患者番号欄」へ該当レセプトの患者番号を⼊⼒します。 

「⑥請求区分欄」は「0 請求しない」を選択します 
※[42 明細書]画⾯で「レセプト種別不明」となったレセプトの処理は⾏えません。 
 

  （２）前⽉以前のレセプトで「0 請求しない」としていたレセプトを当該診療⽉のレセプトに含めて
請求する場合 

     １）事前に[42 明細書]画⾯でレセプトが作成されている必要があるため、個別作成を⾏います。 
     ２）[43 請求管理]画⾯で以下の項⽬を⼊⼒します。 
       「①診療年⽉欄」へ該当レセプトの診療年⽉を⼊⼒します。 
       「②患者番号欄」へ該当レセプトの患者番号を⼊⼒します。 
       「③請求年⽉欄」へ⼀緒に請求するレセプトの「診療年⽉」を⼊⼒します。 
       「⑥請求区分欄」は「1 未請求」を選択します。 
 
  （３）返戻されたレセプトを紙レセプトで再請求する場合 
     １）[12 登録]や[21 診療⾏為]画⾯で返戻理由を修正します。 

２）提出するレセプトに修正内容を反映させるため[42 明細書]で個別作成を⾏います。 
３）[43 請求管理]画⾯で以下の項⽬を⼊⼒します。 

       「①診療年⽉欄」へ該当レセプトの診療年⽉を⼊⼒します。 
       「②患者番号欄」へ該当レセプトの患者番号を⼊⼒します。 
       「③請求年⽉欄」へ⼀緒に請求するレセプトの「診療年⽉」を⼊⼒します。 
       「④返戻年⽉欄」へ該当レセプトの返戻された⽉を⼊⼒します。 
       「⑥請求区分欄」は「1 未請求」を選択します。 
 

（４）返戻されたレセプトをオンライン請求で再請求する場合 
   １）[12 登録]や[21 診療⾏為]画⾯で返戻理由を修正します。 

２）提出するレセプトに修正内容を反映させるため[42 明細書]で個別作成を⾏います。 
３）[43 請求管理]画⾯で以下の項⽬を⼊⼒します。 

       「①診療年⽉欄」へ該当レセプトの診療年⽉を⼊⼒します。 
       「②患者番号欄」へ該当レセプトの患者番号を⼊⼒します。 
       「③請求年⽉欄」へ⼀緒に請求するレセプトの「診療年⽉」を⼊⼒します。 
       「④返戻年⽉欄」へ該当レセプトの返戻された⽉を⼊⼒します。 
       「⑤返戻無欄」へチェックし、「返戻有」とします。 
       「⑥請求区分欄」は「1 未請求」を選択します。 
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３．早⾒表 
  以下の表は項番 2 で説明した[43 請求管理]画⾯で請求処理別の各設定項⽬です。 
 
【請求処理別の各設定について】 
 

２．（１） ２．（２） ２．（３） ２．（４） 

①診療年⽉欄 ⼊⼒する ⼊⼒する ⼊⼒する ⼊⼒する 

②患者番号欄 ⼊⼒する ⼊⼒する ⼊⼒する ⼊⼒する 

③請求年⽉欄  ⼊⼒する ⼊⼒する ⼊⼒する 

④返戻年⽉欄   ⼊⼒する ⼊⼒する 

⑤返戻無欄    チェックする 

⑥請求区分欄 0 請求しない 1 未請求 1 未請求 1 未請求 

 
 

ご不明な点がございましたら、⽇レセサポート窓⼝までお問合せください。 
以上 


